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発達障害のある子どもの支援に学ぶ

しつけのイロハ ⑬

朝は、親が起こしてあげていますか？

勉強、勉強と言うことが、口癖のようになってはいませんか？

毎日、家での仕事を任せていますか？

親がやってあげてしまったほうが、はやくて簡単なため、手

を出し、口を出し過ぎていると、自立性は高まりません。

発達に偏りのある子は、親が手をかけてあげることが多くな

ることは仕方がないことです。しかし、早いうちから時間をか

けて「学校から社会へ」「子どもから大人へ」をめざすことも必要です。

自己選択・自己決定を

いつでも親に頼り、親の言葉で動くばかりで、家族としての役割は果たし

ていないとすれば、自立した生活ができるか心配になります。親がそばにい

てくれない学校では、学校生活に不適応を起こすこともあります。

すぐにはすすんで、いろいろなことができるようにはなりません。そこで、

いくつかの中から自分が選んで、自分で決めたことをやってみる経験をする

ことをおすすめします。自分が決めることで、やる気と責任がうまれます。

さらにそれを一歩すすめると、自分で考えて計画を立て、実行する自己管

理能力を育てていくことが課題となります。「テレビをみたいけれど、今は我

慢をしてやるべきこと（勉強や役割）を済ませておこう」などと、自分をコ

ントロールできる力です。これは、高学年のうちに身につけておかないと、

勉強と部活に追われる中学校で苦労することになります。

目標を達成するための道すじをイメージし、今は苦しいけれども努力をし

ていくのだと、自分を納得させていくことができるように

なれば、もう親から離れていくときとなります。

自分自身と向き合い、自分と対話をする中で、自分自身

の考えをしっかりもてるようになっていきたいものです。

キラリ輝くこの子のために(17)
続々

○ 本人が自己選択・自己決定できるような選択肢や情報を提供すること

○ 実際に体験した上で、自己選択・自己決定ができるようにすること

○ その結果がどうであったかにとらわれず、自分で決めて取り組もうとす

る過程を重視し、将来につながる自己選択・自己決定の力を育てること


